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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 約７ ha

平成 19 年度　～ 平成 22 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成1７年度 平成22年度

台 平成1７年度 平成22年度

人 平成1７年度 平成22年度

ｍ 平成15年度 平成22年度

都道府県名 神奈川県 横浜市 上大岡駅周辺地区

計画期間 交付期間 22

　上大岡周辺地区の市街地再開発事業により商業・業務施設・住宅の立地を図り、駅前商業地の活性化と中心市街地における定住人口の回復を目指します。
　また、都市計画道路3・3・5号線の拡幅整備による幹線道路の交通機能の向上や周辺道路の拡幅整備、並びに公共自転車駐車場を整備し駅周辺の収容台数の強化等により、安全で快適な歩行者空間の創出を図ります。

   上大岡駅周辺地区は横浜市の副都心に位置付けられ、市営地下鉄、京浜急行及び路線バス等により、一日の乗降客数２７万人が集中するターミナル拠点です。このため、従来より駅前商業地としてのポテンシャルが高く、大型店の立地や商店街の形
成が図られてきましたが、近年は周辺地区での開発も進み、大型量販店の画一的な集積がされている当地区は、施設内容が乏しいため来街者の減少が著しく、周辺商店街の衰退や、近年の経済不況による大型店の撤退等により、駅前商業地としての
機能低下が進んでいます。また、都市基盤施設が脆弱なことから幹線道路への交通量の集中による渋滞の慢性化や、道路ネットワーク機能が低下しています。
　このため都市機能の抜本的な改善が求められています。
　上大岡副都心地区では、駅前約６haの３地区（Ａ、Ｂ、Ｃ地区）を副都心機能の核として、基盤施設整備と併せて、都市機能の集積を進めています。
　その第１段階として、平成９年３月には西口地区（Ａ地区）１．５haにおいて横浜市施行による再開発事業が完了し、基盤施設整備や商業、業務、区民文化センターの複合ビル建設により都市機能の更新を図っています。
　 第二段階として、平成16年12月にはＢ地区０．８haにおいて組合施行による再開発事業が完了し、基盤施設整備や、商業、業務、公益施設、住宅の集積を進めました。また、地区間の連続性・回遊性を高めるため、ペデストリアンデッキの設置や地下
連絡通路の整備等を行いました。
　現在は、Ｃ南地区１．６ｈaにおいて組合施行による再開発事業を実施しており、基盤施設整備や、商業、業務、公共施設、住宅の集積を進めています。また、歩行者空間の快適性向上のため、周辺道路の拡幅整備や電線類の地下埋設化等を行ってま
いります。

駅前商業地としての機能の低下
道路ネットワーク機能の低下
駅周辺の放置自転車等による歩行者空間の機能の低下

・　横浜市中期政策プラン
　　上大岡駅西口周辺地区の再開発
・　横浜市都市計画マスタープラン（港南区プラン）
　　区の中心部としての上大岡駅周辺

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

210,000人

放置台数 市が実施する放置自転車等の調査による　 将来の自転車等集中台数、人口推移などから算定 790台　 610台　　

来街者数 従前来街者数は、上大岡駅の乗降客数より推定 大規模交通マニュアルによる(休日) 200,000人

1,100人

鎌倉街道混雑率 渋滞長による（平和堂ビル前交差点）　 大規模交通マニュアルの算定による付加分を基に算定 １４０ｍ　 １００ｍ　

居住人口 従前値は実績、目標値はﾜﾝﾙｰﾑ1人、ﾌｧﾐﾘｰﾀｲﾌﾟ2.53人 目標値　ﾜﾝﾙｰﾑ45戸×1人、ファミリー295戸×2.53人 300人



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・　歩行者空間機能の向上 公共自転車駐車場の整備
地下通路改修
A－Cデッキ改修（立体横断施設への屋根架け）

方針に合致する主要な事業
・　街の防災性の向上と都市機能の集積 地下通路改修

・　上大岡駅周辺の交通ネットワーク機能の向上 周辺道路改修整備
地下通路改修



都市再生整備計画の区域

　上大岡駅周辺地区（神奈川県横浜市） 面積 7 ha 区域 上大岡西一丁目の一部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

【図面作成上の留意点】

・Ａ４版横長であれば縮尺は自由。ただ
し必ずスケールバー・方位を記入する
こと。
・市町村全体の中での位置がわかる範
囲を対象とすること。
・都市再生整備計画の区域を赤太線縁
取りとし、地区名、区域面積を記入する
こと。
・鉄道、高速道、幹線道等の都市の骨
格を成す施設及び計画の内容に影響
を与える主要な施設を明記すること。
・その他必要な事項は適宜追加してよ
いが、必ず凡例を記入すること。

【記入要領】
・水色のセルは計画作成者において記入すべきことを表す。記入漏れのないよう留意すること。
・「区域」欄は、計画区域の主な所在地を記入すること。
　　　例）○○町○丁目、○丁目、○○町○丁目の全部と○○町○丁目、○○町○丁目の一部

凡　例

区　域

再開発
完了地区

上大岡駅周辺地区（約7ha)



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 横浜市 直 延長160ｍ 平成19年度 平成21年度 平成19年度 平成21年度 233 233 233 233

横浜市 直 延長110ｍ 平成19年度 平成21年度 平成19年度 平成21年度 993 993 993 993

横浜市 直 18ｍ 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 20 20 20 20

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 横浜市 直 1,300㎡ 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 769 769 769 769

高質空間形成施設 －

高次都市施設 横浜市 直 － 平成21年度 平成22年度 平成21年度 平成22年度 147.2 147.2 147.2 147.2

横浜市 直 180㎡ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 100 100 100 100

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2262.2 2262.2 2262.2 2262.2 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

－

－

－

－

合計 0 0 0 0 …B
合計(A+B) 2,262.2

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
上大岡Ｃ南地区市街地再開発組合 国土交通省 1.6ha ○ 平成17年度 平成22年度 27,966

横浜市 国土交通省 18m ○ 平成19年度 平成25年度 550

合計 28,516

A－Cデッキ改修（立体横断施設への屋根架け）

市街地再開発事業 上大岡Ｃ南地区第一種市街地再開発事業

道路 市道東永谷第626号線（用地買収、工事）

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－

地下通路改修

－

－

市道上大岡第526号線

市道上大岡第345号線

市道東永谷第626号線

交付対象事業費

細項目 うち民負担分
事業 事業箇所名 事業主体 直／間

904.88 国費率 0.4

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

2,262.2 交付限度額

上大岡Ｃ南地区自転車駐車場（仮称）



来街者数 （人／日） 200,000 （Ｈ17年度） → 210,000 （Ｈ22年度）

居住人口 （　人　） 300 （Ｈ17年度） → 1,100 （Ｈ22年度）

放置台数 （　台　） 790 （Ｈ17年度） → 610 （Ｈ22年度）

　上大岡駅周辺地区（神奈川県横浜市）　整備方針概要図

目標

上大岡Ｃ南地区市街地再開発事業により商業・業務施設・住宅の立地
を図り、街の活性化と定住人口の回復を目指します。公共自転車駐車
場を整備し、駅周辺の収容台数の強化を図ります。
　また、都市計画道路3・3・5号線や周辺道路の拡幅整備等により、交
通機能の向上や、安全で快適な歩行者空間の創出を図ります。

代表的
な指標

【図面作成上の留意点】

・下図は白図を使用し、縮尺は1/10,000～
1/25,000を基本とし、適宜調整すること。スケー
ルバー・方位を記入すること。
・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りする
こと。
・計画に位置付けられた事業について、その位
置がわかるように旗揚げし、事業名等を明記す
ること。関連事業についても旗揚げし、関連事
業であることがわかるように記載すること。各事
業は以下のように標記すること。
■基幹事業、　□提案事業、　○関連事業

・高速道、幹線道、鉄道等の都市の骨格を成す
施設及び計画の内容に影響を与える主要な施
設を明記すること。
・その他必要な事項を記載するときは、必ず凡
例を記入すること。

■基幹事業：高次都市施設
　　地下連絡通路改修

■基幹事業：道路
　　久保橋の架け替え（調査設計）
○関連事業：道路
　  久保橋の架け替え（用地買収、工事）

凡　例

区　域

再開発完了地区

再開発予定地区

街づくり検討地区

都市再生緊急整備地域

■基幹事業：地域生活基盤施設
　　公共自転車駐車場整備

○関連事業：市街地再開発事業（県）
　　上大岡Ｃ南地区第一種市街地再開発事業

■基幹事業：道路
　　周辺道路拡幅整備事業

上大岡駅周辺地区（約7ha)
■基幹事業：高次都市施設
　　A－Cデッキ改修（立体横断施設へ
の屋根架け）




